
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           

 ２０１３年９月８日               NO,３６８ 

 

 東原新町は、昭和３８年（１９ 

６３）原新町が西原新町と東原新 

町に分かれ、誕生しました。 

 昭和４３年（１９６８）には、 

東原新町から桜町と上原町が別れ 

ました。 

 東原新町の利根中央病院入り口 

の交差点には、明治１４年（１８ 

８１）に建てられた「日光 迦葉 

山への道標」が残されています。 

 横塚町から高平の間は、馬場道 

として殿様が馬の遠乗りに使い、 

沼田の殿様は「三里に及ぶ長い道に橋がない」と、江戸で他

藩の殿様に自慢したと

言われています。 

                  城堀川の桜は、昭和

３年（１９２８）に原

新町の人たちが２５０

本植え、夜桜見物でに

ぎわったこともあり、

当時の桜が十王公園付

近に残っています。 

 
こ
ん
に
ち
は
。
来
年
４
月
か
ら
の
消
費
税
増
税
に
つ
い
て
の
「
集
中
点
検
会
合
」
が
先
週
開
か
れ
、
６０

人
の
有
識
者
か
ら
の
聞
き
取
り
で
、
予
定
通
り
に
増
税
を
実
施
す
る
こ
と
を
支
持
す
る
意
見
が
多
数
だ
っ

た
と
す
る
報
告
書
を
甘
利
経
済
財
政
政
策
担
当
大
臣
は
３
日
、
安
倍
首
相
に
提
出
し
ま
し
た
。 

 

安
倍
政
権
が
、
来
年
４
月
か
ら
の
消
費
税
増
税
に
む
け
て
、
４
～
６
月
期
の
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）

な
ど
に
注
目
す
る
と
と
も
に
、
「
点
検
会
合
」
を
開
く
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
増
税
の
実
施
は
「
経
済
状

況
等
を
勘
案
し
て
」
と
の
法
律
に
縛
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。 

 

政
権
発
足
以
来
８
カ
月
近
く
た
っ
た
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
の
結
果
、
大
企
業
や
大
資
産
家
の
ふ
と
こ
ろ

は
改
善
し
て
も
、
勤
労
者
を
中
心
に
国
民
の
所
得
は
増
え
ず
、
収
入
が
増
え
て
い
な
い
の
に
円
安
な
ど
で 

 
 

 
 

ガ
ソ
リ
ン
な
ど
の
石
油
製
品
や
生
活
必
需
品
の
値
上
げ
が
つ
づ
い
て
い
ま
す
。 

 

消
費
税
を
増
税
す
れ
ば
国
民
の
購
買
力
を
吸
い
上
げ
、
経
済
を
悪
化
さ
せ
、
財
政
に

も
悪
影
響
を
あ
た
え
る
こ
と
は
明
ら
か
で
、
消
費
税
の
増
税
は
中
止
す
る
べ
き
で
す
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 第４３回沼田市民体育大会が１日、水泳、サッカー、

野球、ゲートボール、柔道、、テニスなど１４種目がおこ

なわれ、１０月の市民運動会の得点とあわせ、総合優勝      

が決まります。 

                   優勝は、１３

９．０点を獲得

した利南支部

で、第２位が薄

根支部、第３位

が北部支部でし

た。 

 利根町追貝の夏まつりが８ 

月３１日おこなわれ、子ども 

樽みこし、夜には大人の樽み 

こしが練り歩きました。 

 追貝の夏まつりは、大国神 

社の夏まつりとしておこなわ 

れています。 

 ９月定例市議会が３日開会し、沼田市子ども・子育て会議条例の制定に

ついて、沼田市母子生活支援施設条例を廃止する条例について、総額４億

６千４百７１万円を追加する平成２５年度沼田市一般会計補正予算と特別

会計６件の補正予算、平成２４年度沼田市一般会計及び特別会計６件の歳

入歳出決算の認定など１３議案が提案されました。 

 平成２４年度沼田市一般会計及び特別会計６件の歳入歳出決算の認定

は、決算審査特別委員会に付託され、決算審査特別委員会は、１１日（総

務部）１２日（市民部・健康福祉部）、１３日（経済部・都市建設部）１７

日（教育部）に市役所３階の議場でおこなわれ、傍聴することができます。 

 

 

 利用者がいなくなり、耐震補強もできないことから３日の本会議で「ハ

イツぬまた」の廃止条例が提案され、全会一

致で可決されました。 

              大東議員は質疑で、施設廃止後の生活困窮

母子世帯やＤＶ被害者への対応を的確にお

こなうよう求め、担当部長は「相談をしっか

りとおこない、対応したい」と答えました。 

 

 


